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リチウムイオン二次電池の性能を最大限に引き出し、且つ安全に使うための製造・各種評価・法規制・制御例を解説
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◆ 更なる市場拡大を続ける、世界の電池業界動向

◆ 電池の寿命・安全性に関与する、電池構成材料の組成・構造変化等の解析

◆ 長寿命化を実現するための電池特性改善の指針 ＜非破壊・オンサイトでの劣化度推定技術＞

◆ 異常発熱・発火を引き起こした電池が、事故・トラブル原因となるその前に

◆ 安全性確保のために、各社は関連規制へどう対応していくべきか

◆ 電池をどう扱えば劣化・事故を抑制できるのか？BMS設計の勘どころと制御事例
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　　　5.1 ノートパソコン　　　5.2 携帯電話　　　5.3 飛行機
　　　5.4 電気自動車　　　　5.5 電動アシスト自転車
　　　5.6 市場トラブルのまとめ
　　6. 今後の展望
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　　3. 製品規格，測定規格と安全性試験規格の関係
　　4. JIS規格と同安全性規格
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　　7. UL規格と製品認証システム
　　8. 電池および電池応用製品のUL
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